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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

弓道場、テニスコート、サッカー練習場、プール、
合宿所などがあります。

人間形成（徳育）の立場から、生活全般を重視
します。学校生活の中心をホームルームにおき、
生徒の自主的精神を養成します。また、日ごろか
ら進路を含む個人面談を行っています。

多くの宗教系学校とは異なり、授業には宗教的
なものはありませんが、年に一回、宗教講話会を
実施します。僧侶から道徳的な内容の話を聞くこ
とにより、思いやりのある生徒が育っています。

年間を通して様々な行事を行っています。葉牡
丹祭（文化祭）、体育祭、芸術鑑賞会などをはじめ、

中学では宿泊研修（ 1 ・ 2 年）、京都・奈良への
修学旅行（ 3 年）、スキー教室、海外語学研修（ 3
年の希望者）などがあります。高校では、海外語
学研修（ 1 ・ 2 年の希望者）、修学旅行（ 2 年、
2026年度は沖縄）などを実施します。
「文武両道」を目標としており、中学・高校と

もクラブ活動は活発です。中学は、文化系10部、
運動系13部、同好会が 1 つあります。高校は、学
術系として自然科学、美術、書道、社会科研究、
家庭科など 7 部。文化系として文芸、新聞、茶道、
演劇、インターアクト、軽音楽、クイズ研究など
11部。運動系として野球、陸上競技、ソフトテニ
ス、柔道、剣道、山岳、水泳、サッカー、ダンス
ドリルなど15部。同好会は将棋、ルービック
キューブ、コンピュータ、バトンの 4 つがありま
す。

生活指導・心の教育

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.narita.ac.jp/
　　　　明治20年（1887）成田山山主三池照鳳大
僧正により、前身である成田英漢義塾創立。明治
31年（1898）旧制私立成田中学校設立。明治41年

（1908）私立成田山女学校を創立。昭和23年（1948）
学制改革に伴い、中学校と女学校を統合し、成田
高等学校の設置認可を受けました。昭和42年

（1967）付属中学校を開校しました。

成田山の宗教的使命の達成と地方文化の向上の
ために創設されました。この理念に基づいて、行
き届いた教育により、生徒の全体的な発達を促す
ことを教育目標として、社会に貢献する人材を育
成します。

中学・高校の 6 年間で無駄なく学べるよう、教
科書の内容を充分検討し、合理的なカリキュラム
を組んでいます。特に英語・数学・国語などの主
要教科は、大学入試との一貫性を重視しています。

中学では、数学や英語を中心に先取り学習を行
い、 3 年次からは習熟度別クラス編成となります。
数学や英語の授業は、標準時間よりも多く設定し
ています。また、理科・社会は高校と関連させて
教科内容を専門化します。たとえば理科は「物理・
化学」「生物・地学」の 2 科目となり、それぞれ
専門の教員が授業を担当します。

高校では、現役での国公立・難関私立大学合格
はもとより、その後も学問の追究を通して社会に
貢献する生徒を育てます。高校からの入学者のう

ち、特進αは難関国公立大学等を目指すとともに、
重要な学力観である主体的・対話的で深い学びを
実現するための様々な取り組みを積極的に行って
いくクラスです（ 2 クラスを編成）。他のクラス
も同様に、現在の学習指導要領実施を機に教育課
程を見直して生徒一人ひとりの学ぶ意欲を育て、
幅広く知識を習得し、自分で考え、相手に伝わる
ような表現力を養っていきます。全クラス 2 年次
から文理選択・成績を基に学級を再編成し、授業
も文理で分かれるものの、文理融合や学際系、大
学入学共通テストでの国公立型も考慮し幅広く履
修できるようにカリキュラムを組んでいます（高
入生と内進生は 3 年間別クラス）。
「総合的な探究の時間」では、全生徒がクラス・

学校の枠を超えて、生活に身近な科学から国際問
題まで生徒自身の興味をもとに深い探究活動を行
います。研究やフィールドワークを通して学ぶ楽
しさや大切さに気づき、その後の生き方や学問へ
と導く大切な機会となります。

通常授業のほか、指名制による補習授業や、希
望者対象の夏季特別講座（中高）、土曜課外（高 3 ）
などを実施し、希望進路の実現を目指します。

1 号館（写真）は全生徒のHR教室が入り、
Wi-Fiと電子黒板付きプロジェクターを完備して
います。またラーニングセンターは朝 7 時から19
時まで開館し生徒の知的好奇心・自学自習をサ
ポートします。このほか特別施設として、冷暖房
完備の講堂兼体育館、教科教育棟、 2 つのコン
ピュータ教室、武道館（柔剣道場）、400Ｍトラッ
ク全天候型グラウンド、人工グラウンド、野球場、

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

環境・施設設備
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〒286 – 0023　千葉県成田市成田27　TEL0476 – 22 – 2131　学校長　鈴木　隆英

■2026年度入試日程
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日発表日 手続締切日

第一志望� 35 11/8〜11/20 12/1 12/2 12/3
一般� 50 12/19〜1/19 1/20 1/21 1/22※
スカラシップ� 10 12/19〜1/19 1/20 1/21 1/22※
※併願合格者は1/22の15時までに一時金を納入す
れば2/4の13時まで延納可
　　　　　　
募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日

特進α・進学・特技　200＊ 12/17〜1/8 1/17 1/18 1/19※
＊募集人員は特進α・進学150、特別技能生（専
願推薦指定制）50
※併願合格者は1/19の15時までに一時金を納入す
れば3/4の12時（正午）まで延納可（それ以降は
延納不可）
■2026年度選考方法・入試科目
　　　　　英検 3 級以上取得者は加点あり
第一志望・一般　国語、算数、社会、理科
スカラシップ：国語、算数
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各50点計50分
〈面接〉なし
　　　　　　英検準 2 級以上取得者は加点あり　
国語、数学、英語（リスニング含む）
【出願条件】特技生：第一志望　本校校長から指
定を受けた者　
※詳細は生徒募集要項で確認のこと

〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉なし
■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　学習院大　駒澤大　成蹊大　成城大 
中央大　東京歯科大　東京都市大　東京薬科大　
東京理科大　日本大　東洋大　法政大　明治大　
明治学院大　立教大　早稲田大　同志社大など
■2025年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
370人 302人 1 人 4 人 1 人 1 人 61人
■2025年度入試結果
　　　　　SSはスカラシップ入試　スライド合格含む
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

第一志望　35 117 116 48 2.4
SS10/一般50 41/166 39/165 11/84 3.5/2.0

　　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

特進α� 80 　574 　574 220 1.5
進学� 70 159
特技（専）� 50 66 66 66 1.0

中学校

高等学校

中学校

高等学校

中学校

高等学校
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学校説明会　要予約
★中学校　10/25　12/13
午後の学校見学会　9/29　10/6
★高等学校　11/1
夕方の学校見学会　11/11　11/13　11/14
見学できる行事　
文化祭　9/6（個別相談会あり）

学校説明会
特設ページ




